







2012 年 10 月 11, 12 の両日、本学において恒例の Chitose International Forum が開催され
た。第 13 回目を迎える今年は Optical Sensing and Instrumentation、Photonics Sensing and 
Networks、Biomimetics の三つのテーマからなるセッションおよび特別講演として 2002 年
にノーベル物理学賞を受賞した東京大学特別栄誉教授の小柴昌俊先生をお迎えし、一般向




て招待講演で 13 件、ポスター発表は 37 件（申し込みは 38 件）、参加人数は 77 名であった。



























Session 1: Optical Sensing and Instrumentation 
 本セッションでは最初は静岡大学の関川准教授によるアーク放電の高速イメージングの
紹介で、中でも分光フィルタと組み合わせたシステムに関する話がなされた。次いで、中
国 Xi’an Jiaotong 大学の Ding 先生により、テーパ加工した光ファイバを用いた電界検出に
関する報告があった。センサ関連では千葉工大の長瀬教授によって、ファイバ端面に装着
した多層膜フィルタの反射率の変調を利用した、温度や圧力の計測システムが紹介された。
最後にはドイツ、Polytec GmbH の Johansmann 博士によって、従来の欠点を克服するため
の 3 次元ドップラー振動計測の新しいアプローチが紹介された。 
 
Session 2:Photonics Sensing and Networks 
このセッションはフォトニックセンシング用材料からサンサーシステム、太陽電池から
医療、光 IC、将来の光通信システムまで幅広い分野をカバーしている。最初の講演は韓国
Chonnam 大学の K. J. Kim 教授で薄膜太陽電池用 CZTS 膜の高効率化について紹介頂いた。
次いで産業技術総合研究所の福田信子博士に表面プラズモン分光法を用いた dpa-NpCl 化
学変化の測定法について講演頂き、室蘭工業大学の相津佳永教授には照明下における皮膚
の観察より血管の状態をイメージする研究発表を頂いた。休憩後、韓国 Inha 大学の E.H.Lee
教授による「VLSI Photonics：Issue and Challenges」と題した特別講演では、シリコンフォ









Session 3: Biomimetics 
 最後に、近年関心が大いに高まっているバイオミメティクスの分野で、内外 4 人の研究
者による講演と討議がなされた。最初は浜松医大の針山教授により Gems on the forest（森
の宝石）と題して生命体による多彩な構造色についての紹介があった。続いてドイツ、
Kassel 大の Fuhrmann-Leiker 博士によって生体中でさまざまな微細構造でハイブリダイズ






ポスターセッションは第 1 日目の 15 時より 2 時間にわたって開催された。全 38 件の申
し込みがあり、そのうち当日発表があったのは 37 件である。内訳は、本学関係が 35 件、






 ポスターセッションにおいては以下に示す 3 件の発表に対し、ポスター賞が川瀬委員長
から授与された。 
 
P-15 Developments of Vision-based Motion Stabilization Using Impedance Control for Biped 
Robot under Uneven Terrain, 
Y. Sato, N. Oda (CIST) 
P-17 Tunable DFB Solid-state Cyanine Dye Laser with DNA-surfactant Complex as a Matrix 
T. Chida, Y. Kawabe (CIST) 
P-20 Layer-by-layer Assembly of DNA onto Regularly Patterend Polymer Microporous Films 
A. Sato, K. Sugiyama, O. Karthaus (CIST) 
 
  
